
 
 

令和６年度群馬県食品衛生監視指導計画について 

 

◆ 重点的・優先的施策（主な項目） 

１ ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の実施状況等の確認及び助言・指導 

食品衛生監視員による定期的な立入検査等の機会を通じて、ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の実施状況を

確認し制度の定着を図るとともに、衛生管理計画の内容を点検して、効果的な管理となるよう必要な助言・

指導を行います。 

２ 食中毒未然防止対策の強化 

発生頻度が高い、ノロウイルス、アニサキス、カンピロバクター等を原因とした食中毒の予防対策

を強化します。特にノロウイルスは感染力が強く、例年多くの患者が発生している冬期に、調理従事

者の健康管理（感染予防を含む）や手洗いの徹底など、監視指導や衛生講習会等を通じて啓発を図り

ます。 

また、近年、本県でも発生している植物性自然毒（毒キノコ・有毒植物）による食中毒について、

消費者及び事業者に対する予防啓発を強化します。 

さらに、広域にわたる食中毒に迅速に対応するため、「群馬県広域食中毒・感染症連携協議会議」

等を通じ、中核市と感染症を含めた情報の共有を図ります。 

３ 食品表示の信頼確保 

関係法令に基づく食品表示監視指導の実施により、食品の適正表示の推進・周知を図るとともに、

講習会等を通じて事業者に対し、食品表示関係の情報提供を行います。 

   特に食物アレルギー表示については、健康被害防止の観点から、適正表示の遵守を指導します。ま

た、令和５年３月に「くるみ」が、表示義務のある特定原材料に追加されたことから、経過措置期間

の令和７年３月３１日までに適切に表示されるよう周知啓発を図ります。 

 

◆ 適用区域 

中核市（前橋市及び高崎市）を除く県内全区域。 

 ※「不当景品類及び不当表示防止法」及び「米穀等の取引等に係る情報の記録及び産地情報の伝達に

関する法律」（米トレーサビリティ法）に基づく業務は県内全区域。 

◆ 本計画の掲載場所 

県ホームページ https://www.pref.gunma.jp/site/shokunoanzen/635811.html 

 

令和 6年 3月 22日 

健康福祉部 
食品・生活衛生課 食品衛生係 
電話：027-226-2452 内線：2452 

     

食品の安全性を確保し県民の健康保護を図るため、県では、食品衛生法に基づき、毎年度「食品衛

生監視指導計画」を定め、県内の食品等事業者の監視指導や流通食品の検査等を計画的に行っていま

す。 

このたび、令和６年度の計画を定めましたので、お知らせします。 

この計画に基づき、中核市（前橋市及び高崎市）と緊密に連携して、食品の安全性確保に取り組ん

でまいります。 
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